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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザの１組の嗜好を収集するように構成されるとともに、以前に送信したメッセージ
を前記ユーザが開いた割合を監視することにより前記嗜好の少なくとも１つに関連するメ
ッセージを前記ユーザに送信する所望のメッセージ頻度を決定するように構成された嗜好
モジュールと、
　関連コンテンツを識別するために前記１組の嗜好に基づいてウェブサイトを監視するよ
うに構成された監視モジュールと、
　前記関連コンテンツを前記ユーザに知らせるメッセージを生成するように構成された通
知モジュールとをコンピュータに実装させる１組のプログラムを備える、コンピュータ可
読の記憶媒体。
【請求項２】
　前記嗜好モジュールが、前記ユーザが前記１組の嗜好を指定できるようにするユーザイ
ンターフェースを提供することによって前記１組の嗜好を収集するように構成された、請
求項１に記載のコンピュータ可読の記憶媒体。
【請求項３】
　前記嗜好モジュールが、前記ウェブサイトを訪れている間の前記ユーザのブラウジング
行動を監視することによって前記１組の嗜好を収集するように構成された、請求項１に記
載のコンピュータ可読の記憶媒体。
【請求項４】



(2) JP 5143013 B2 2013.2.13

10

20

30

40

50

　前記監視モジュールが、タイムスケジュールに基づいて前記ウェブサイトを監視するよ
うに構成された、請求項１に記載のコンピュータ可読の記憶媒体。
【請求項５】
　前記１組の嗜好が１組の製品嗜好を含み、前記監視モジュールが１組の推薦製品を識別
するために前記１組の製品嗜好に基づいて前記ウェブサイトを監視するように構成された
、請求項１に記載のコンピュータ可読の記憶媒体。
【請求項６】
　前記監視モジュールが、前記関連コンテンツを識別するために、前記ウェブサイトをク
ロールすることによって前記ウェブサイトを監視するように構成された、請求項１に記載
のコンピュータ可読の記憶媒体。
【請求項７】
　前記通知モジュールが、前記関連コンテンツをメッセージテンプレートに組み込むこと
によって前記メッセージを生成するように構成された、請求項１に記載のコンピュータ可
読の記憶媒体。
【請求項８】
　前記通知モジュールが、ナビゲーションリンクを前記ウェブサイトに組み込むによって
前記メッセージを生成するように構成された、請求項１に記載のコンピュータ可読の記憶
媒体。
【請求項９】
　前記１組の嗜好が所望のメッセージフォーマットを含み、前記通知モジュールが前記所
望のメッセージフォーマットに基づいて前記メッセージを生成するように構成された、請
求項１に記載のコンピュータ可読の記憶媒体。
【請求項１０】
　前記１組の嗜好が所望の配信オプションを含み、前記通知モジュールが前記所望の配信
オプションに基づいて前記メッセージを前記ユーザに送信するように構成された、請求項
１に記載のコンピュータ可読の記憶媒体。
【請求項１１】
　ユーザの１組の製品嗜好を識別するとともに、以前に送信したメッセージを前記ユーザ
が開いた割合を監視することにより前記製品嗜好の少なくとも１つに関連するメッセージ
を前記ユーザに送信する所望のメッセージ頻度を決定し、
　業者に関連する製品情報を収集し、
　前記１組の製品嗜好と前記業者によって販売された１組の製品を適合させるために前記
製品情報を分析し、
　前記１組の製品を前記ユーザに知らせる
動作をコンピュータに実行させる実行可能命令を備える、コンピュータ可読の記憶媒体。
【請求項１２】
　前記１組の製品嗜好を識別する前記実行可能命令が、前記業者によって操作されるウェ
ブサイトを前記ユーザが訪れている間に前記１組の製品嗜好を収集する実行可能命令を含
む、請求項１１に記載のコンピュータ可読の記憶媒体。
【請求項１３】
　前記１組の製品嗜好を収集する前記実行可能命令が、前記ウェブサイトを訪れている間
の前記ユーザのブラウジング行動を監視する実行可能命令を含む、請求項１２に記載のコ
ンピュータ可読の記憶媒体。
【請求項１４】
　前記製品情報を収集する前記実行可能命令が前記ウェブサイトをクロールする実行可能
命令を含む、請求項１２に記載のコンピュータ可読の記憶媒体。
【請求項１５】
　前記製品情報を収集する前記実行可能命令が、データフィードを介して前記業者から前
記製品情報を収集する実行可能命令を含む、請求項１１に記載のコンピュータ可読の記憶
媒体。
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【請求項１６】
　前記ユーザに知らせる前記実行可能命令が、前記１組の製品を前記ユーザに知らせる１
組のメッセージを生成する実行可能命令を含む、請求項１１に記載のコンピュータ可読の
記憶媒体。
【請求項１７】
　前記ユーザの１組のメッセージ嗜好を識別する実行可能命令を更に備え、前記１組のメ
ッセージを生成する前記実行可能命令が、前記１組のメッセージ嗜好に基づいて前記１組
のメッセージを生成する実行可能命令を含む、請求項１６に記載のコンピュータ可読の記
憶媒体。
【請求項１８】
　前記１組のメッセージ嗜好が所望のメッセージ頻度を含み、前記ユーザに知らせる前記
実行可能命令が前記１組のメッセージを前記所望のメッセージ頻度で前記ユーザに送信す
る実行可能命令を更に含む、請求項１７に記載のコンピュータ可読の記憶媒体。
【請求項１９】
　前記ユーザに知らせる前記実行可能命令が、前記ユーザに前記１組の製品を知らせる通
信を配信する実行可能命令を含む、請求項１１に記載のコンピュータ可読の記憶媒体。
【請求項２０】
　推薦プールの中の前記１組の製品を追跡する実行可能命令を更に含む、請求項１１に記
載のコンピュータ可読の記憶媒体。
【請求項２１】
　前記１組の製品嗜好に基づいて前記推薦プールを管理する実行可能命令を更に含む、請
求項２０に記載のコンピュータ可読の記憶媒体。
【請求項２２】
　前記業者が第１の業者であり、
　第２の業者に関連する製品情報を収集し、
　前記１組の製品嗜好と前記第２の業者によって販売される１組の製品を適合させるため
に前記第２の業者に関連する前記製品情報を分析し、
　前記第２の業者によって販売される前記１組の製品を前記ユーザに知らせる
実行可能命令を更に備える、請求項１１に記載のコンピュータ可読の記憶媒体。
【請求項２３】
　前記第１の業者及び前記第２の業者が協同業者のグループを定義する、請求項２２に記
載のコンピュータ可読の記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]本出願は、２００５年１２月８日に出願された、米国仮出願第６０／７４９，２
５６の利益を主張し、その開示を全体として参照により本明細書に組み込む。
【発明の簡単な説明】
【０００２】
　[0002]本発明は、一般にマーケティングに関する。より詳細には、本発明はマーケティ
ングサービスを提供する装置及び方法に関する。
【発明の背景】
【０００３】
　[0003]インターネットは、クライアント－サーバコンピュータネットワークモデルを使
用して操作される、コンピュータの大きな集合である。クライアント－サーバコンピュー
タネットワークにおいて、クライアントコンピュータはサーバコンピュータに情報を要求
する。それに応じて、サーバコンピュータは要求された情報をクライアントコンピュータ
に提供する。場合によっては、サーバコンピュータはウェブサイトとして操作されること
が可能であり、要求された情報をウェブページの形で提供できる。サーバコンピュータは
しばしば企業、政府ユニット、及び教育機関などの大きな組織によって操作され、一方ク
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ライアントコンピュータはしばしば個人によって操作される。
【０００４】
　[0004]インターネットの人気が高まるにつれて、業者は、品物の形の有形製品に加えて
サービスの形の無形製品も含むことができる、製品販売のためのウェブサイトを立ちあげ
た。これらのウェブサイトにアクセスすることによって、消費者は様々な製品に関する情
報を見ることができ、興味のある特定の製品の購入注文を出すことができる。売り上げを
向上させ顧客満足度及び顧客ロイヤリティを向上させる目的で、ウェブサイトを操作する
業者が既存又は潜在的な顧客に働きかけるべくマーケティングキャンペーンを実施した。
残念ながら、従来のマーケティングキャンペーンの設計及び実行は時間がかかる場合があ
り、業者の限りある人的資源を他の生産的な仕事から奪ってしまうことがある。更に、従
来のマーケティングキャンペーンは、これらのマーケティングキャンペーンに費やした時
間及び他の資源の量に対して相対的に測定した場合は特に、業者の目標達成に失敗する場
合がある。この成果不足は数々の要因から生じるが、広告用材料の個別化又は適合化の欠
如が大きな要因のこともある。特に、従来のマーケティングキャンペーンはしばしば例え
ば大量の電子メール（「Ｅ－Ｍａｉｌ：Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ－Ｍａｉｌ」）を介して画
一的な広告用資料を消費者グループに送付することを伴う。残念ながら、それぞれの消費
者は興味のある話題に関して多種多様の嗜好を持つことがあり、従ってこの画一的な広告
用資料を受け取る多くの消費者はその内容に興味がない場合がある。
【０００５】
　[0005]本明細書に記載の装置及び方法を開発する必要性が生じたのは、こうした背景に
おいてである。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]一態様では、本発明はコンピュータ可読の記憶媒体に関する。一実施形態では、
コンピュータ可読の記憶媒体は：（１）ユーザの１組の嗜好を収集するように構成された
嗜好モジュール、（２）関連コンテンツを識別するために、その１組の嗜好に基づいてウ
ェブサイトを監視するように構成された監視モジュール、及び（３）その関連コンテンツ
をユーザに知らせるメッセージを生成するように構成された通知モジュールを含む。
【０００７】
　[0007]他の実施形態では、コンピュータ可読の記憶媒体は：（１）ユーザの１組の製品
嗜好を識別する、（２）ある業者に関する製品情報を収集する、（３）その１組の製品嗜
好と、その業者によって販売された１組の製品を適合させるために、その製品情報を分析
する、及び（４）その１組の製品をユーザに知らせる、ための実行可能命令を含む。
【０００８】
　[0008]本発明の他の態様及び実施形態もまた企図されている。前述の要約及び下記の詳
細な説明は、本発明を何らかの特定の実施形態に限定することを意図するものではなく、
単に本発明のいくつかの実施形態を説明することを意図する。
【０００９】
　[0009]本発明の本質及び目的をより良く理解するために、以下の発明の詳細な説明を添
付の図面と併せて参照されたい。
【詳細な説明】
【００１０】
　[0014]図１は、本発明の実施形態に従って実装されるコンピュータシステム１００を示
している。図示された実施形態では、コンピュータシステム１００は、少なくとも１つの
クライアントコンピュータ１０２と、サーバコンピュータ１０４及び１０６を含む複数の
サーバコンピュータとを含む、クライアント－サーバコンピュータネットワークである。
クライアントコンピュータ１０２とサーバコンピュータ１０４及び１０６は、１つ又は複
数の１組の通信チャネル１１０によって接続されており、その通信チャネルは何らかの有
線又は無線の通信チャネルを含むことができる。図示された実施形態では、通信チャネル
１１０は、ハイパーテキスト転送プロトコル（「ＨＴＴＰ：Ｈｙｐｅｒｔｅｘｔ　Ｔｒａ
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ｎｓｆｅｒ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ」）、Ｅメール、インスタントメッセージ（「ＩＭ：Ｉｎ
ｓｔａｎｔ　Ｍｅｓｓａｇｉｎｇ」）、リアリーシンプルシンジケーション又はリッチサ
イトサマリ（「ＲＳＳ：Ｒｅａｌｌｙ　Ｓｉｍｐｌｅ　Ｓｙｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ｏｒ　
Ｒｉｃｈ　Ｓｉｔｅ　Ｓｕｍｍａｒｙ」）及びショートメッセージサービス（「ＳＭＳ：
Ｓｈｏｒｔ　Ｍｅｓｓａｇｅ　Ｓｅｒｖｉｃｅ」）などの、いくつかの配信オプションの
いずれかを介して情報の送信を可能にする。
【００１１】
　[0015]図１に示したように、クライアントコンピュータ１０２は、興味がある製品、イ
ベント、セール、又は他の何らかの話題に関する情報を入手したいと願うユーザによって
操作される。例えばユーザは、ユーザの個人的嗜好に適合する特徴を持つ製品に関する情
報を入手したい場合があり、このような情報に基づいてユーザは興味のある特定の製品を
購入したい場合がある。クライアントコンピュータ１０２は、例えばデスクトップコンピ
ュータ、ラップトップコンピュータ、パームサイズコンピュータ、携帯情報端末、又はセ
ルラー式電話であってよい。図１に示したように、クライアントコンピュータ１０２は、
１組の入出力装置１１４、ネットワーク接続装置１１６、及びメモリ１１８に接続してい
る中央処理装置（「ＣＰＵ：Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ」）１１
２を含む、従来のクライアントコンピュータコンポーネントを含む。メモリ１１８は、ブ
ラウザ１２０を含むいくつかのコンピュータプログラムを格納する。ブラウザ１２０は、
ネットワーク通信装置１１６を介してサーバコンピュータ１０４及び１０６との従来のネ
ットワーク通信を確立するために動作する。更に、ブラウザ１２０は、サーバコンピュー
タ１０４及び１０６から受信した情報を視覚的に示すために動作する。ブラウザ１２０は
、例えば、ウェブブラウザ又は読取り装置であってよい。図１には単一のクライアントコ
ンピュータ１０２が示されているが、本明細書に記載された操作は、複数のユーザによっ
て操作される複数のクライアントコンピュータまで拡大できることが理解されるべきであ
る。
【００１２】
　[0016]図示した実施形態では、サーバコンピュータ１０４は製品を販売するためのウェ
ブサイトとして業者によって操作される。図１に示したように、サーバコンピュータ１０
４は、ネットワーク接続装置１２４及びメモリ１２６に接続しているＣＰＵ１２２を含む
、従来のサーバコンピュータコンポーネントを含む。メモリ１２６は、通信プログラム１
２８を含むいくつかのコンピュータプログラムを格納する。通信プログラム１２８は、ネ
ットワーク通信装置１２４を介してクライアントコンピュータ１０２及びサーバコンピュ
ータ１０６との従来のネットワーク通信を確立するために動作する。図１に示したように
、メモリ１２６は、業者の行動に関する製品、イベント、セール、又は他の何らかの話題
に関する情報を整理するデータリポジトリ１３０も格納する。少なくともこの情報のいく
つかがウェブサイトを形成するウェブページとして整理される。
【００１３】
　[0017]図１に示したように、サーバコンピュータ１０６は、業者の既存又は潜在的な顧
客に働きかけるためのマーケティングキャンペーンの設計及び実行を容易にするために操
作される。サーバコンピュータ１０４と同様に、サーバコンピュータ１０６は、ネットワ
ーク接続装置１３４及びメモリ１３６と接続しているＣＰＵ１３２を含む、従来のサーバ
コンピュータコンポーネントを含む。メモリ１３６は、通信プログラム１３８を含むいく
つかのコンピュータプログラムを格納する。通信プログラム１３８は、ネットワーク接続
装置１３４を介してクライアントコンピュータ１０２及びサーバコンピュータ１０４との
従来のネットワーク通信を確立するために動作する。図示した実施形態では、メモリ１３
６は本明細書に記載の動作を実装している１組のコンピュータプログラムも格納する。特
に、メモリ１３６は、嗜好モジュール１４０、監視モジュール１４２、通知モジュール１
４４、消費者インターフェースモジュール１４６、及び業者インターフェースモジュール
１４８を格納する。様々なモジュール１４０、１４２、１４４、１４６、及び１４８は、
マーケティングキャンペーンの設計及び実行に関する情報を整理するデータリポジトリ１
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【００１４】
　[0018]有利なことに、様々なモジュール１４０、１４２、１４４、１４６、及び１４８
は、個人化された又は適合化された広告用資料を顧客に送信できるように改良された消費
者マーケティングサービスを提供するように動作する。広告用資料のこの個人化又は適合
化は、消費者のニーズ又は要求をより高レベルに洞察することによって実現される。特に
、消費者マーケティングサービスは、例えば消費者が業者のウェブサイトを訪れている間
に個人的嗜好を収集するなど、消費者の個人的嗜好を識別することによってこのより高レ
ベルの洞察を得る。次に、消費者マーケティングサービスは、これらの個人的嗜好に適合
する関連コンテンツを識別できるように、その業者に関する情報を監視する。特定の消費
者の個人的嗜好に適合する関連コンテンツを識別すると、消費者マーケティングサービス
は関連コンテンツの消費者に知らせる又は通知する。このような方法で、消費者マーケテ
ィングサービスは適切な消費者をターゲットにした非常に関連性がある通信を配信し、そ
の結果、顧客満足度及び顧客ロイヤリティが高まるだけでなく売り上げが向上する。更に
、消費者マーケティングサービスは業者に代わって様々なオペレーションを自動的及び一
体的に実施し、それによって業者がマーケティングキャンペーンに費やさなければならな
い時間及びその他の資源を減少させる。
【００１５】
　[0019]図１に示したように、嗜好モジュール１４０は、クライアントコンピュータ１０
２を操作しているユーザの１組の個人的嗜好を収集するように動作する。個人的嗜好は、
ユーザにとって興味のある製品、イベント、セール、又は他の何らかの話題に関するもの
を含むことができる。更に、個人的嗜好はユーザに送信されるメッセージの所望のメッセ
ージフォーマット、所望の配信オプション、所望のメッセージ頻度、又は他の何らかの特
徴に関するものを含むことができる。このような方法で、消費者マーケティングサービス
は関連コンテンツを配信するだけでなく、このようなコンテンツを所望の通信媒体を介し
て配信することもできる。個人的嗜好の収集はユーザが業者のウェブサイトを訪れている
間に行うことができ、個人的嗜好は明確に入手できるか、推測できるか、又は入手且つ推
測できる。個人的嗜好はデータリポジトリ１５０内に格納されている嗜好プロファイル内
で維持できる。
【００１６】
　[0020]例えば、嗜好モジュール１４０は、ユーザが個人的嗜好を指定できるように１組
のユーザインターフェースを提供することによって、ユーザの個人的嗜好を収集できる。
特に、ユーザが業者のウェブサイトを訪れているとき、ユーザは異なるポイントでメッセ
ージに対してサインアップできる。これらのポイントは戦略的にウェブサイトに沿って置
かれることが可能であり、ユーザが興味のある様々な話題に対してサインアップ又はメッ
セージを要求できる、嗜好収集ポイントに対応できる。一例として、ユーザが現在品切れ
のある特定の製品の購入に興味がある場合、そのユーザは「再入荷」通知にサインアップ
するよう指示されてよい。以下の表１は、異なるカテゴリの見出しに対するサインアップ
オプションの他の例を示す。
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【表１】

【００１７】
　[0021]より早く且つより簡単に業者のウェブサイトと統合できるように、適切なハイパ
ーテキストマークアップ言語（「ＨＴＭＬ：Ｈｙｐｅｒｔｅｘｔ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎ
ｇｕａｇｅ」）タグがそのウェブサイトを形成するソースウェブページに組み込まれてよ
い。ユーザがＨＴＭＬタグに関連するナビゲーションリンク又はボタンをクリックすると
、そのユーザは「サインアップ」ページ又は「マイアラート」ページに誘導されてよく、
これらのページは嗜好モジュール１４０によって別ウインドウとして提供されてよい。「
サインアップ」ページが例えばインラインフレームを介してソースウェブページの中に組
み込まれ得ることも考えられる。適切なＨＴＭＬ参照情報を使用することによって、嗜好
モジュール１４０は「サインアップ」ページに実装するためのソースウェブページ並びに
ソースウェブページ上の他の何らかの関連情報を識別できる。更に、嗜好モジュール１４
０は、後続処理のためにユーザのアイデンティティを追跡するために、１組のＨＴＴＰク
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ッキーを使用できる。
【００１８】
　[0022]代替として、あるいはそれと組み合わせて、嗜好モジュール１４０はユーザのブ
ラウジング行動を監視することによってユーザの個人的嗜好を収集できる。特に、ユーザ
が業者のウェブサイトを訪れているとき、嗜好モジュール１４０は継ぎ目のない方法で且
つユーザに彼らの個人的嗜好を明確に指定するよう要求することなく個人的嗜好を推測で
きるように、ユーザのブラウジング行動を監視できる。一例として、個人的嗜好は次のう
ちの１つ又は複数に基づいて推測されてよい：（ａ）複数回、又はしきい値かしきい値以
上の一定回数、製品の詳細ページを訪れるユーザ、（ｂ）複数回、又はしきい値かしきい
値以上の一定回数、製品カテゴリページを訪れるユーザ、（ｃ）製品をショッピングカー
トに追加するユーザ、及び（ｄ）オンライン購入を完了させるユーザ。ブラウジング行動
の監視は、適切なウェブビーコン、例えば業者のウェブサイトを形成する１つ又は複数の
ソースウェブページに組み込まれた、「ダート」と呼ばれることもある１×１ピクセル要
素を使用して実行されてよい。場合によっては、ユーザのブラウジング行動又は他の活動
に基づいてユーザの個人的嗜好を推測するために、協調フィルタリング技術が使用されて
もよい。いかなるプライバシーの問題も未然に防ぐために、ブラウジング行動の監視はユ
ーザから事前に同意を得た上で実行されてよい。
【００１９】
　[0023]上記で論じたように、嗜好モジュール１４０はユーザに送信されるメッセージの
特徴に関する個人的嗜好を収集することもできる。例えば、個人的嗜好は次の１つ又は複
数を含むことができる：（ａ）特定のレイアウト又はデザイン（例えば、長文式のメッセ
ージ、短文式のメッセージ、見出し、又は個々の製品メッセージ）、特定の詳細度、又は
特定の長さ（例えば、１メッセージあたりの推薦製品の数の制限）などの、所望のメッセ
ージフォーマット、（ｂ）Ｅメール、ＩＭ、ＲＳＳ、ＳＭＳ、又はウェブポータル経由な
どの、所望の配信オプション、及び（ｃ）１日あたりのメッセージの特定回数、１週間あ
たりのメッセージの特定回数、１ヶ月あたりのメッセージの特定回数、メッセージの回数
は何回でも良いが１週間のうち特定の日に制限する、又はメッセージの回数は何回でも良
く制限はないなどの、所望のメッセージ頻度。上記で論じたように、「サインアップ」ペ
ージ又は「マイアラート」ページなどを介して、メッセージに関する個人的嗜好は明確に
入手できる。代替として、あるいはそれと組み合わせて、以前に送信したメッセージに対
応してユーザの行動を監視することなどによって個人的嗜好は推測できる。例えば、嗜好
モジュール１４０はこれらのメッセージのうちの１つ又は複数に組み込まれた適切なウェ
ブビーコンを使用することなどによって、以前に送信したメッセージをユーザが開いた割
合を監視できる。次に、嗜好モジュール１４０はこれらのメッセージの特徴が望ましいか
どうか推測するために、この割合を平均又は典型的な比率に対して比較できる。
【００２０】
　[0024]ユーザの個人的嗜好の収集後、嗜好モジュール１４０は、ユーザがこれらの個人
的嗜好の修正又は追加の個人的嗜好の指定ができるように、１組のオプションを提供でき
る。更に、嗜好モジュール１４０は、ユーザが更なるメッセージの受信を停止できるよう
に、１組のオプションを提供できる。これらのオプションは、「サインアップ」ページ又
は「マイアラート」ページ内、サインアップ後の確認又はウェルカムメッセージ内、推薦
製品に関する何らかの後続メッセージ内、又はウェブポータル内などの、異なるポイント
で提供できる。
【００２１】
　[0025]更に図１を参照すると、監視モジュール１４２は、業者の活動に関する製品、イ
ベント、セール、又は他の何らかの話題についての情報を収集するよう動作する。情報の
収集は、定期的又は不定期などの特定のタイムスケジュールに基づいて実行されてよく、
業者のウェブサイトを監視することによって実行されてもよい。例えば、監視モジュール
１４２はウェブサイトから情報を収集するために、適切なウェブクローラを使用してウェ
ブサイトをクロールできる。代替として、あるいはそれと組み合わせて、監視モジュール
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１４２はサーバコンピュータ１０４から又は他のデータソースからのデータフィードを介
して情報を収集できる。
【００２２】
　[0026]一度情報が収集されると、監視モジュール１４２は、ユーザの個人的嗜好に適合
する関連コンテンツを識別するために、ユーザの個人的嗜好に基づいてその情報を分析す
るように動作する。この関連コンテンツは、１組のイメージ、テキスト、若しくは業者の
ウェブサイト又はデータフィードから得られる他のコンテンツを含むことができる。例え
ば、ユーザが以前は品切れだったある特定の製品の購入に興味を示した場合、監視モジュ
ール１４２はその製品が再入荷されるかどうか又はその時期に関する関連コンテンツを識
別するために、その業者に関連する情報を分析できる。その製品が一定期間内に入手可能
にならない場合、監視モジュール１４２は代替又は同様の１組の製品についての関連コン
テンツを識別できる。これらの代替製品は業者によって選択されてよく、又は１組の設定
可能なルールに基づいて監視モジュール１４２によって動的に選択されてもよい。
【００２３】
　[0027]場合によっては、監視モジュール１４２は、そのユーザへの１組の推薦製品を識
別するためにその業者に関連する情報を分析できる。推薦製品はデータリポジトリ１５０
内に格納された推薦プール内で追跡されてよい。必要な記憶量を減らし且つ処理効率を向
上させるために、監視モジュール１４２は、例えば推薦プールへの追加を選択し並びに推
薦プールの大きさを調整することによって、推薦プールを効率的に管理できる。例えば推
薦プールは、ユーザの個人的嗜好に基づいて生成された、縮小された製品カタログに対応
できる。監視モジュール１４２は、最初の１組の結果を生成するための協調フィルタリン
グ技術を実装することができ、監視モジュール１４２は次いで推薦プールを管理するため
にそれらの結果をユーザの個人的嗜好に基づいて洗練又は再び優先順位付けできる。更に
、監視モジュール１４２は、ユーザの個人的嗜好が修正される又は追加の個人的嗜好が収
集されると、推薦プールをアップデートできる。更に、監視モジュール１４２は、特定の
推薦が期限切れになる又は古くなると、推薦プールをアップデートできる。様々な推薦が
異なるタイミング基準に基づいて期限切れ又は古くなることができる。例えば、販売中の
製品に関する推薦は１週間後などある一定の期間後に期限切れになることができ、一方新
しい製品に関する推薦は１ヵ月後など別の期間後に期限切れになることができる。
【００２４】
　[0028]図１に示したように、通知モジュール１４４は、監視モジュール１４２によって
識別された関連コンテンツをユーザに知らせる又は通知するように動作する。例えば、ユ
ーザが以前品切れだった特定の製品の購入に興味を示した場合、通知モジュール１４４は
その製品が再入荷されるかどうか又はその時期に関する関連コンテンツをユーザに知らせ
ることができる。その製品が特定の期間内に入手可能にならない場合、通知モジュール１
４４は代替又は同様の１組の製品に関する関連コンテンツをユーザに知らせることができ
る。
【００２５】
　[0029]ユーザへの通知は、１組のメッセージを生成しそのメッセージをユーザに送信す
ることによって実行されてよい。例えば、通知モジュール１４４はメッセージテンプレー
トに関連コンテンツを組み込むことによってメッセージを動的に生成できる。このメッセ
ージテンプレートは業者によって選択されてよく、又は１組の設定可能なルールに基づい
て通知モジュール１４４によって動的に選択されてもよい。更に、通知モジュール１４４
は、ユーザがナビゲーションリンクをクリックするとそのユーザが業者のウェブサイトに
誘導され得るように、そのメッセージにナビゲーションリンクを組み込むことができる。
【００２６】
　[0030]メッセージの生成及び送信は、所望のメッセージフォーマット、所望の配信オプ
ション、及び所望のメッセージ頻度など、それらのメッセージの特徴に関するユーザの個
人的嗜好に基づいて実行されてよい。代替として、あるいはそれと組み合わせて、メッセ
ージの生成及び送信はそれらのメッセージの特徴に関する初期値を指定するために使用で
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きる設定可能なルールに基づいて実行されてよい。通知モジュール１４４は、ユーザの個
人的嗜好が修正されるとき、追加の個人的嗜好が収集されるとき、又は初期値が修正され
るとき、メッセージの特徴を動的に調整できる。例えば、前述の通り、嗜好モジュール１
４０は以前に送信されたメッセージをユーザが開ける割合を監視することができ、この割
合を平均又は一般的な割合に対して比較できる。ユーザが以前に送信されたメッセージを
平均比率よりも低い比率で開ける場合、通知モジュール１４４はその後のメッセージがユ
ーザに送信される頻度を抑制できる。この抑制は、所望のメッセージ頻度が取得されるま
で一連の漸進的な段階で実行されてよい。代替として、あるいはそれと組み合わせて、通
知モジュール１４４はユーザに送信されるその後のメッセージのメッセージフォーマット
及び配信オプションのどちらか又は両方を動的に変更できる。
【００２７】
　[0031]場合によっては、通知モジュール１４４は、ユーザは複数のメッセージを受信で
きると判断することがあり、すると通知モジュール１４４はすべてのメッセージ又はメッ
セージのうち選択された一部を生成及び送信できる。メッセージのどの特定の一部を送信
するべきかという選択は、ユーザの個人的嗜好に基づいて実行されてよい。代替として、
あるいはそれと組み合わせて、メッセージの特定の一部の選択は、業者の販売促進活動及
び目的、業者の利益率、業者の在庫、及び他の要素に従って、１組の優先順位又は順位付
けを指定するのに使用できる１組の設定可能なルールに基づいて実行されてよい。例えば
、ユーザがジーンズの「新着」通知を受信する意向、並びに運動靴の「再入荷」通知を受
信する意向を示した場合がある。同じ週の間に所望のジーンズ及び所望の運動靴が入手可
能になると、通知モジュール１４４は、そのジーンズ、その運動靴、又はその両方につい
て、ユーザに知らせるかどうか判断できる。ユーザがすべての関連コンテンツを受信する
意向を示した場合、通知モジュール１４４は、ジーンズについてユーザに知らせるあるメ
ッセージ及び運動靴についてユーザに知らせる別のメッセージを送信できる。しかしユー
ザが１週間に１通だけのメッセージを受信する意向を示した場合、通知モジュール１４４
は運動靴についてユーザに知らせる１通だけのメッセージを送信できる。
【００２８】
　[0032]他の例では、通知モジュール１４４は、ユーザの推薦プールの中に複数の推薦が
あると判断することができ、通知モジュール１４４はすべての推薦又は推薦のうちの選択
された一部についてユーザに知らせることができる。推薦のうちのどの特定の一部を選択
するかは、ユーザの個人的嗜好に基づいて実行されてよい。代替として、あるいはそれと
組み合わせて、推薦のうちの特定の一部の選択は１組の設定可能なルールに基づいて実行
されてよい。設定可能なルールは、次の１つ又は複数に基づいて、１組の優先順位又は順
位付けを指定するために使用できる：（ａ）以前購入した製品と同様の価格がつけられた
製品は優先順位が高い、（ｂ）ユーザの以前の行動が価格に敏感なことを示す場合、セー
ル中の製品は優先順位が高い、（ｃ）ユーザの以前の行動が新着を好むことを示す場合、
新製品は優先順位が高い、及び（ｄ）ユーザの以前の行動によって示されている場合、組
合せ販売製品は優先順位が高い。通知モジュール１４４は、ユーザの個人的嗜好に基づい
て、１組の設定可能なルールに基づいて、又はその両方で、１通のメッセージあたりの推
薦の数を選択できる。
【００２９】
　[0033]ユーザへの通知は、ユーザがその業者のウェブサイトを訪れている間など、実質
的にリアルタイムで実行されてもよい。例えば、通知モジュール１４４は、別ウインドウ
内又はウェブサイトを形成するソースウェブページ内で１組の推薦を提示できる。推薦は
例えば：（ａ）チェックアウト後、又はチェックアウト中、（ｂ）ショッピングカートに
製品を追加した後又は追加している間、（ｃ）ユーザが製品詳細ページに複数回、若しく
はしきい値又はしきい値以上の特定の回数訪れたとき、及び（ｄ）ユーザが製品カテゴリ
ページに複数回、あるいは、しきい値又はしきい値以上の特定の回数訪れたときなどの、
ウェブサイトに沿って戦略的に設置されたポイントでユーザに提示されてもよい。
【００３０】
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　[0034]図１に示したように、消費者インターフェースモジュール１４６は、ユーザのた
めに個人化又は適合化された関連コンテンツを提示する消費者ウェブポータルを提供する
ように動作する。例えば消費者ウェブポータルにアクセスすることによって、ユーザは推
薦プール、ユーザに送信された以前のメッセージ、並びにユーザの個人的嗜好を見ること
ができる。消費者ウェブポータルは、顧客マーケティングサービスの特定の機能の１組の
制御も提供できる。例えば、消費者ウェブポータルはユーザが個人的嗜好を修正できる又
は追加の個人的嗜好を指定できるようにする、１組のオプションを提供できる。他の例と
しては、消費者ウェブポータルは、特定の推薦を所望しない又は購入済みとして印を付け
るための１組のオプションを提供できる。特定の推薦の印付けに対応して、ユーザの推薦
プールはユーザにとって興味のある推薦だけを含むことができるように調整されてよい。
【００３１】
　[0035]更に図１を参照すると、業者インターフェースモジュール１４８は、消費者マー
ケティングサービスの特定の機能の１組の制御を提供する、業者ウェブポータルを提供す
るように動作する。一例としては、業者のウェブポータルは、その業者がウィザードベー
スのインターフェースを使用して嗜好収集の特徴を指定できるようにすることが可能であ
る。特に、業者は複数カテゴリのチェックオフに基づくもの又はシングルクリック「サイ
ンアップ」オプションなどの特定の嗜好収集技法を指定できる。次に、業者は指定した嗜
好収集技法に関連する特徴を指定できる。例えば、業者がシングルクリック「サインアッ
プ」オプションを選択した場合、その業者は製品の特徴、及びユーザが「サインアップ」
ボタンをクリックしたときに使用する初期値を指定するように指示されてよい。ワインの
ような製品の場合、業者は産地、価格、ワインの種類、及び等級などの製品の特徴を指定
できる。それぞれの製品の特徴について、業者はユーザの個人的嗜好を収集するための１
組の値を指定するように指示されてよい。階層的な値のある製品の特徴について、業者の
ウェブポータルは階層における現在の値、並びにその階層におけるより高い１組の追加値
の規格を許容できる。例えばワインの種類の場合、業者は「赤」及び「カヴェルネソーヴ
ィニョン」と指定できる。数値のある製品の特徴については、業者のウェブポータルは様
々な数値の規格を許容できる。例えば価格の場合、業者は２０ドルから３０ドルの範囲又
は何らかの参照値と比較してマイナス３０％からプラス２５％の範囲と指定できる。
【００３２】
　[0036]他の例としては、業者のウェブポータルは、１組のメッセージテンプレート及び
１組の設定可能なルールに基づくことができる「Ｗｈａｔ－Ｙｏｕ－Ｓｅｅ－Ｉｓ－Ｗｈ
ａｔ－Ｙｏｕ－Ｇｅｔ」すなわち「ＷＹＳＩＷＹＧ」技法を使用して、業者にメッセージ
の特性を指定させることができる。特に、ウィザードベースのインターフェースを使用し
て、業者は次の１つ又は複数を実行できる：（ａ）メッセージテンプレートのライブラリ
から特定のメッセージテンプレートを選択する、（ｂ）特定のロゴ、ヘッダー、フッター
、及び色を持つ特定のレイアウト又はデザインなどの特定のメッセージフォーマットを指
定する、及び（ｃ）メッセージテンプレートに組み込まれる関連コンテンツの配置又は選
択に関連する１組の設定可能なルールを生成又は修正する。
【００３３】
　[0037]更に、業者のウェブポータルは、マーケティングキャンペーンの業績又は他の特
徴に関する１組のレポートを提示できる。例えば業者のウェブポータルにアクセスするこ
とによって、業者は主要業績評価指標、消費者の行動又は利用法についての傾向、及びセ
グメント分析に関するレポートを見ることができる。
【００３４】
　[0038]上記は、本発明の実施形態の概要を提供する。次に、本発明の実施形態に従って
操作シナリオ２００を示す図２に注目する。
【００３５】
　[0039]図２を参照すると、消費者２０２が業者のウェブサイト２０４を訪れると、消費
者２０２はウェブサイト２０４に沿って異なるポイントで個人的嗜好を指定できる。一例
として、ウェブサイト２０４は衣料品販売用に設定される場合があり、消費者２０２は特
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定のサイズ又は色のコートの購入に興味があるかもしれない。そのサイズ又は色が現在品
切れの場合、消費者２０２は「サインアップ」ページ２０６を使用して「再入荷」通知に
サインアップするよう指示されてよい。「サインアップ」ページ２０６は消費者マーケテ
ィングサービス２０８によって提供されるが、消費者２０２の立場からは継ぎ目なく見え
るようにウェブサイト２０４に統合されている。図３は「再入荷」通知にサインアップす
るためのユーザインターフェース画面３００の例を示す。
【００３６】
　[0040]別の例としては、ウェブサイト２０４はワイン販売用に設定される場合があり、
消費者２０２は特定の種類の新しいワインに興味があるかもしれない。この場合、消費者
２０２は「サインアップ」ページ２０６を使用して「新着」通知用にサインアップするよ
う指示されてよい。この場合もやはり、「サインアップ」ページ２０６は消費者マーケテ
ィングサービス２０８によって提供されるが、消費者２０２の立場からは継ぎ目なく見え
るようにウェブサイト２０４に統合されている。図４は「新着」通知にサインアップする
ためのユーザインターフェース画面４００の例を示す。図４に示したように、ユーザイン
ターフェース画面４００は、ワインの種類、産地、等級の範囲、価格の範囲を指定するた
めの１組のオプション４０２を含む。更に、ユーザインターフェース画面４００は「新着
」通知の所望の配信オプションを指定するための１組のオプション４０４を含む。
【００３７】
　[0041]再び図２を参照すると、消費者マーケティングサービス２０８は、関連コンテン
ツを識別するために消費者２０２によって指定された個人的嗜好に基づいて、次にウェブ
サイト２０４を監視する。それらの個人的嗜好に適合する関連コンテンツを識別すると、
消費者マーケティングサービス２０８は消費者２０２に関連コンテンツを知らせる個別の
メッセージ２１０を生成する。
【００３８】
　[0042]一例として、消費者２０２が特定のサイズ又は色のコートの「再入荷」通知にサ
インアップした場合、消費者マーケティングサービス２０８は、そのサイズ又は色が入手
可能かどうか又はその時期を判断するために、定期的にウェブサイト２０４を監視できる
。そのサイズ又は色が入手可能になると、消費者マーケティングサービス２０８は消費者
２０２に知らせるメッセージ２１０を生成できる。消費者２０２がメッセージ２１０に組
み込まれたナビゲーションリンクをクリックすると、消費者２０２はオンライン購入を完
了するためにウェブサイト２１０に誘導される。
【００３９】
　[0043]別の例としては、消費者２０２が特定の種類の新しいワインの「新着」通知にサ
インアップした場合、消費者マーケティングサービス２０８は、それらの新しいワインが
入手可能どうか又はその時期を判断するために、定期的にウェブサイト２０４を監視でき
る。それらの新しいワインが入手可能になると、消費者マーケティングサービス２０８は
消費者２０２に知らせるメッセージ２１０を生成できる。この場合もやはり、消費者２０
２がメッセージ２１０に組み込まれたナビゲーションリンクをクリックすると、消費者２
０２はオンライン購入を完了するためにウェブサイト２１０に誘導される。
【００４０】
　[0044]図５は本発明の他の実施形態に従って実装されたコンピュータシステム５００を
示す。図示された実施形態では、コンピュータシステム５００は、少なくとも１つのクラ
イアントコンピュータ５０２、並びにサーバコンピュータ５０４Ａ、５０４Ｂ及び５０６
を含む複数のサーバコンピュータを含む、クライアント－サーバコンピュータネットワー
クである。クライアントコンピュータ５０２、並びにサーバコンピュータ５０４Ａ、５０
４Ｂ及び５０６は、何らかの有線又は無線の通信チャネルを含むことができる１組の通信
チャネル５１０によって接続されている。コンピュータシステム５００の特定の機能は図
１に関連して上記で論じたものと同様の形式で実装されているので、ここでは更に説明し
ない。
【００４１】
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　[0045]図５に示したように、クライアントコンピュータ５０２は、興味のある製品、イ
ベント、セール、又は他の何らかの話題に関する情報を入手したいユーザによって操作さ
れる。サーバコンピュータ５０４Ａは、第１の製品のセットを販売するためのウェブサイ
ト５１２として第１の業者によって操作され、サーバコンピュータ５０４Ｂは、第２の製
品のセットを販売するためのウェブサイト５１４として第２の業者によって操作される。
図示した実施形態では、第１の業者及び第２の業者は、既存又は潜在的な顧客への働きか
けに協力したいと願う協同業者のグループのメンバーである。例えば第１の業者及び第２
の業者は、補完製品、組合せ販売製品、代替製品、又は同様の製品を販売することができ
、また第１の業者及び第２の業者はこれらの製品に関する合同マーケティングキャンペー
ンに協力したい場合がある。
【００４２】
　[0046]図５に示したように、サーバコンピュータ５０６は、合同マーケティングキャン
ペーンの設計及び実行を容易にするための消費者マーケティングサービス５１６として操
作される。有利なことに、消費者マーケティングサービス５１６は、消費者のニーズ又は
要求へのより高レベルな洞察を介して、第１の業者及び第２の業者にとってマーケティン
グ機会の生成を容易にする。特に、消費者マーケティングサービス５１６は、消費者の個
人的嗜好を識別することによって、例えば消費者がウェブサイト５１２とウェブサイト５
１４のどちらか又は両方を訪れている間に消費者の個人的嗜好を収集することによって、
このより高レベルの洞察を得る。更に消費者マーケティングサービス５１６は、第１の業
者及び第２の業者に代わって、自動化且つ統合された方法で様々な動作を実行するため、
第１の業者及び第２の業者が合同マーケティングキャンペーンのために費やさなければな
らない時間及び他の資源の量が減少する。
【００４３】
　[0047]例えば、ウェブサイト５１２を訪れている間に、クライアントコンピュータ５０
２を操作しているユーザが第１の業者から特定の製品を購入することに興味を示すかもし
れない。その製品が現在品切れ中の場合、ユーザは「再入荷」通知にサインアップするよ
う指示されてよい。その製品が一定の期間内に入手可能にならなかった場合、消費者マー
ケティングサービス５１６はウェブサイト５１４を監視することができ、また第２の業者
から代替又は同様の製品のセットに関してユーザに知らせることができる。これらの代替
製品は、第１の業者及び第２の業者によって選択されてよく、又は１組の設定可能なルー
ルに基づいて消費者マーケティングサービス５１６によって動的に選択されてもよい。別
の例としては、ユーザが第１の業者から特定の製品を購入することに興味を示した場合、
消費者マーケティングサービス５１６はそのユーザが第２の業者から１組の補完製品又は
組合せ製品を購入することにも興味があるか判断するためにセグメント分析を実行できる
。これらの補完製品は、第１の業者及び第２の業者によって選択されてよく、又は１組の
設定可能なルールに基づいて消費者マーケティングサービス５１６によって動的に選択さ
れてもよい。消費者マーケティングサービス５１６が、第１の業者及び第２の業者のため
にこのようなマーケティング機会を生成する場合、許可に基づくマーケティング技法を使
用できると考えられる。
【００４４】
　[0048]別の例としては、消費者マーケティングサービス５１６は、１組の推薦製品を識
別するために第１の業者及び第２の業者に関連する情報を分析できる。消費者マーケティ
ングサービス５１６は推薦プール内の推薦製品を追跡することができ、この推薦プールは
消費者ウェブポータルを介してユーザに提示されてよい。更に、消費者マーケティングサ
ービス５１６は、実質的にリアルタイムで１つ又は複数の推薦製品についてユーザに知ら
せることができる。例えば、ユーザが第１の業者によって操作されるウェブサイト５１２
を訪れている間、消費者マーケティングサービス５１６は第２の業者からの１組の推薦製
品についてユーザに知らせることができる。
【００４５】
　[0049]有利なことに、消費者マーケティングサービス５１６は、業者グループのメンバ
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ー間の協力を必要とすることなく、業者グループのためにマーケティング機会を生成する
こともできる。特に、消費者マーケティングサービス５１６は、合同マーケティングキャ
ンペーンに第１の業者及び第２の業者の協力を必要とすることなく、消費者のニーズ又は
要求への高レベルの洞察を得ることができ、この高レベルの洞察を第１の業者及び第２の
業者のためのマーケティング機会を生成するために適用できる。
【００４６】
　[0050]上記で論じた本発明の実施形態は例として提供され、他の様々な実施形態が考え
られることを理解すべきである。例えば、消費者マーケティングサービスは個人的嗜好を
収集するユーザインターフェースのために多くの変形形態を実装できると考えられる。変
形形態は、フォーマットの相違、内容の相違、又はその両方を含むことができる。消費者
マーケティングサービスは多くの消費者に変形形態を提示することができ、各変形形態の
効果を追跡できる。効果は、以下のメトリクスの１つ又は複数を使用して追跡されてよい
：（ａ）「サインアップ」ページを訪れるウェブサイト訪問者全体の数の割合などのサイ
ンアップ訪問率、（ｂ）実際にサインアップする「サインアップ」ページ訪問者全体の数
の割合などのサインアップ率、及び（ｃ）最近「サインアップ」ページを再訪問した、サ
インアップ済みの訪問者の全体の数の割合などのサインアップアップデート率。このよう
な方法で、消費者マーケティングサービスは、様々な顧客にわたって最も効果的な変形形
態を識別及び選択するためのフィードバックループを実装できる。消費者マーケティング
サービスが各顧客に対して最も効果的な変形形態を識別及び選択できることも考えられる
。特に、消費者マーケティングサービスは各顧客の嗜好プロファイルを維持することがで
き、その嗜好プロファイルを各顧客のために個人化又は適合化されたユーザインターフェ
ース及び複数の訪問者にわたって一貫したユーザインターフェースを生成するために参照
できる。
【００４７】
　[0051]別の例としては、消費者マーケティングサービスは、消費者に送信されるメッセ
ージの多くの変形形態を実装できることが考えられる。変形形態は、例えばメッセージフ
ォーマットの相違を含むことができる。消費者マーケティングサービスは多くの消費者に
その変形形態を提示することができ、各変形形態の効果を追跡できる。このような方法で
、消費者マーケティングサービスは様々な顧客にわたって最も効果的な変形形態を識別及
び選択するためのフィードバックループを実装できる。消費者マーケティングサービスが
、各顧客に対して最も効果的な変形形態を識別及び選択できることも考えられる。特に、
消費者マーケティングサービスは各顧客の嗜好プロファイルを維持することができ、その
嗜好プロファイルを各顧客のために個人化又は適合化されたメッセージフォーマット及び
消費者に送信された複数のメッセージにわたって一貫したメッセージフォーマットを使用
するために参照できる。
【００４８】
　[0052]更なる例として、消費者マーケティングサービスに関連していくつかの実施形態
が説明されたが、本明細書で論じられた特徴は他の種類のマーケティングサービスにも適
用され得ることが理解されるべきである。特に、これらの他の種類のマーケティングサー
ビスは、支社、販売店、及び仕入先などのサプライチェーンにわたる異なるポイントをタ
ーゲットにした非常に関連性がある通信を配信できる。
【００４９】
　[0053]本発明の実施形態は、コンピュータに実装された様々な動作を実施するための、
実行可能な命令又はそれについてのコンピュータコードを有するコンピュータ可読の媒体
がある、コンピュータの記憶装置製品に関する。本明細書において、「コンピュータ可読
の媒体」という用語は、本明細書に記載の動作を実施するための、実行可能命令若しくは
コンピュータコードのシーケンスを格納又はエンコードできる何らかの媒体を含むために
使用される。媒体及びコンピュータコードは、本発明の目的のために特別に設計及び構築
されたものでもよく、又はコンピュータソフトウェア技術の当業者に周知且つ利用可能な
ものでもよい。コンピュータ可読の媒体は、ハードディスク、フロッピーディスク、及び
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磁気テープなどの磁気媒体、コンパクトディスクリードオンリーメモリ（「ＣＤ－ＲＯＭ
ｓ：Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｃ－Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｉｅｓ」）及びホログ
ラフィック装置などの光媒体、フロプティカルディスクなどの光磁気媒体、特定用途向け
集積回路（「ＡＳＩＣｓ：Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ－Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａ
ｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔｓ」）、プログラム可能論理デバイス（「ＰＬＤｓ：Ｐｒｏｇｒ
ａｍｍａｂｌｅ　Ｌｏｇｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅｓ」）、読み出し専用メモリ（「ＲＯＭ：Ｒ
ｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ」）デバイス、及びランダムアクセスメモリ（「ＲＡＭ
：Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ」）デバイスなどのプログラムコードを格
納及び実行するよう特別に構成されたハードウェアデバイスなどの、コンピュータ可読の
記憶媒体を含む。コンピュータコードの例には、例えばコンパイラによって生成された機
械コード、及びインタプリタを使用してコンピュータによって実行される高レベルのコー
ドを含むファイルがある。例えば、本発明の実施形態は、Ｊａｖａ、Ｃ＋＋、又は他のプ
ログラミング言語及び開発ツールを使用して実装されてよい。コンピュータコードのその
他の例には、暗号化コード及び圧縮コードがある。本発明の他の実施形態は、コンピュー
タコードの代わりに又はコンピュータコードと結合して配線回路に実装されてもよい。
【００５０】
　[0054]本発明の他の実施形態は、リモートコンピュータ（例えば、サーバコンピュータ
）から要求しているコンピュータ（例えば、クライアントコンピュータ又は別のサーバコ
ンピュータ）に搬送波又は他の伝搬媒体内に組み込まれたデータ信号経由で通信チャネル
を介して転送され得るコンピュータプログラム製品としてダウンロード可能である。従っ
て、本明細書で使用されるように、搬送波はコンピュータ可読の媒体とみなされてよい。
【００５１】
　[0055]本発明をその特定の実施形態に即して説明してきたが、添付の特許請求の範囲に
よって定義された本発明の本来の精神及び範囲から逸脱することなく様々な変更がされ得
ること、また同等のものが代用され得ることが、当業者には理解されるべきである。更に
、特定の状態、材料、物質組成、方法、１つ又は複数の操作を本発明の目的、精神及び範
囲に適合させるために、多くの修正がされる場合がある。このような修正はすべて本明細
書に添付の特許請求の範囲内にあることが意図される。特に、本明細書に開示の方法を特
定の命令で実行される特定の操作に即して説明したが、これらの操作は、本発明の教示か
ら逸脱することなく同等の方法を形成するために、結合、細分、又は整理しなおす場合が
あることが理解されるべきである。従って、本明細書に特に示されていない限り、動作の
順序及び分類は本発明の制限事項ではない。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】本発明の実施形態に従って実装されたコンピュータシステムを示す図である。
【図２】本発明の実施形態に従った操作シナリオを示す図である。
【図３】本発明の実施形態に従って提供されてよい、ユーザインターフェーススクリーン
の例を示す図である。
【図４】本発明の実施形態に従って提供されてよい、ユーザインターフェーススクリーン
の例を示す図である。
【図５】本発明の他の実施形態に従って実装されるコンピュータシステムを示す図である
。
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